
五
六

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

小
宮
山
博
史

長
嶋
茂
雄
の

背
番
号
は
３

で
は
「
王
」
の

背
番
号
は

一
九
世
紀
の

文
字
コ

ー

ド

χ

王
の

背
番
号
は

昔
は

1
番
、

今
は

89
番
と

い

う

答
え

が

返
っ

て

く

る

と

思
い

ま

す

が
、

実
は

96
番
で

す
。

そ

の
理
由
は
後
ほ

ど

書
く
こ

と

に

し

ま

す
。

陰
暦
九
月
二
〇
日
バ

タ

ビ

ア
（
今
の

ジ

ャ

カ

ル

タ

で

す

）
へ

の

出
航
を

前
に
、

荷
物
を

満
載
し

て

出

島
沖
に

停
泊
す

る

オ

ラ

ン

ダ

船
コ

ル

ネ

リ

ウ

ス
・

ハ

ウ

ト

マ

ン

号
は
、

文
政
一
一
年
八

月
九
日
（
一
八
二
八
年
九
月
一
七
日
）

夜
に

長
崎
を

襲
っ

た
暴
風
雨
に

よ

り

漂
流
、

対
岸
の

稲
佐
浜
に

乗
り

上
げ

て

し

ま

い

ま

し

た
。

修
理
の

た

め

に

積
荷
を

下
ろ

し

た

と

き
、

乗

船
予
定
の

乗
客
の

積
荷
の

な

か

か

ら

国
外
持
ち

出
し

厳
禁
の

日
本
地
図
な

ど

が

発
見
さ

れ

ま

し

た
。

こ

れ

が

日
本
の

蘭
学
界
を

震
撼
さ

せ

た

シ

ー

ボ

ル

ト

事
件
の

発
端
で

す
。

χ

出
島
蘭
館
の

医
師
フ

ィ

リ

ッ

プ

・

フ

ラ

ン

ツ

・

フ

ォ

ン

・

シ

ー

ボ

ル

ト

は

ド

イ

ツ

バ

イ
エ

シ

ー

ボ

ル

ト

来

日
、

そ

し

て

国

外

退

去



五
七

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

ル

ン

の

ウ

ュ

ル

ツ

ブ

ル

グ

の

生
ま

れ
（
一
七
九
六
年
）

で

す

か

ら

オ

ラ

ン

ダ

人
で

は

あ

り

ま

せ

ん
。

で

す

か

ら
本
来
は

日
本
に

入
る
こ

と

は

で

き

な

い

の

で

す

が
、

シ

ー

ボ

ル

ト

は

オ

ラ

ン

ダ

の

ハ

ー

グ

で

オ

ラ

ン

ダ

領
東
イ

ン

ド

陸
軍
病
院
外
科
少
佐
に

任
命
さ

れ

て

い

ま

す

の

で

オ

ラ

ン

ダ

人
と

し

て

入
国
し

た

わ

け

で

す
。

ま

ず

ジ

ャ

ワ

に

赴
任
し

ま

し

た

が
、

す

ぐ

に

日
本
へ

行
く

よ

う
命
じ

ら

れ

て

一
八
二
三
年
六
月
二
八
日
バ

タ

ビ

ア

を

出
帆
、

八
月
一
一
日
、

日
本
で

は
文
政
六
年
七
月
六
日
、

出
島
に

上
陸
し

ま

し

た
。

ち

ょ
っ

と

寄
り

道
で

す
。

あ

る

と

き

日
本
人
の

阿
蘭
陀
通
詞
が

シ

ー

ボ

ル

ト

の

オ

ラ

ン

ダ

語
の

発
音
に

疑
問
を

持
ち
、

先
生
の

オ

ラ

ン

ダ

語
は

ド

イ

ツ

語
の

訛
り

が

あ

る

と

言
い

ま

す
。 

驚
い

た

シ

ー

ボ

ル

ト

は

と
っ

さ

に

私
の

オ

ラ

ン

ダ

語
は

山
オ

ラ

ン

ダ

語
で

す

と

答
え
、

危
な

く

切
り

抜
け

ま

し

た
。

オ

ラ

ン

ダ

に

は

山
は

あ

り

ま

せ

ん

が
、

行
っ

た
こ

と

の

な

い

阿
蘭
陀
通
詞
は

そ

れ

を

知
ら

な

か
っ

た

わ

け

で

す
。

し

か

し
通
詞
の

語
学
力
は

恐
ろ

し

い
ほ

ど

で

す
。

幕
府
の

許
可
を

得
て

シ

ー

ボ

ル

ト

は
、

出
島
か

ら

北
東
の

鳴
滝
川
に

沿
っ

て

の

ぼ
っ

た

地
に

治
療
と

講
義
を

す

る

た

め

の

塾
を

開
き

ま

す
。

鳴
滝
塾
で

す

（
今
は

シ

ー

ボ

ル

ト

記

念
館
に

な
っ

て

い

ま

す
。

市
電
新

中
川
下
車

）
。

多
く

の

日
本
人
医
師
が
こ

こ

で

学
び
、

先
進
医
学
を

修
め

た

優
れ

た

蘭
方

医
と

し

て

育
っ

て

い

き

ま

し

た
。

悲
劇
的
な

最
後
を

選
ん

だ

高
野
長
英
も
こ

こ

で

学
ん

だ

は

ず

で

す
。

ま

た

寄
り

道
で

す

み

ま

せ

ん
。

シ

ー

ボ

ル

ト

と

お

滝
と

の
間
に

生
ま

れ

た

の

が

イ

ネ

で
、

後
に

日
本
最
初
の

女
医
と

な

り

ま

し

た
。

シ

ー

ボ

ル

ト

は

お

滝
の
こ

と

を

「
オ

タ

ク

サO
taksa

」

と

呼
ん

で

い

ま

し

た

が
、

そ

の

名
を

日
本
原
産
の

美
し

い

花
の

学
名
に

し

て

い

ま

す
。
「
紫あ

じ

さ

い

陽
花
」

が

そ

れ

で

す
。



五
八

出
島
で

の

約
一
年
の

軟
禁
の

の

ち

国
外
退
去
処
分
を

う

け
、

文
政
一
二
年
一
二
月
五

日
（
一
八
二
九
年
一
二
月
三
〇
日
）

早
朝
、

収
集
し

た

膨
大
な

資
料
と

と

も

に

コ

ル

ネ

リ

ウ

ス
・

ハ

ウ

ト

マ

ン

号
で

長
崎
を

離
れ

ま

し

た
。

シ

ー

ボ

ル

ト

が

娘
イ

ネ

を

託
し

た

門
人

二
宮
敬
作
、

高
良
齊
は

お

滝
と

イ

ネ

を

小
さ

な
漁
船
に

乗
せ

て

見
送
っ

た

と

い

い

ま

す
。

イ

ネ

二
歳
八
ヵ

月
。

χ

バ

タ

ビ

ア

を

経
由
し

て

母
国
の

フ

リ
ッ

シ

ン

ゲ

港
に

到
着
し

た

の

が

一
八
三
〇
年
七
月
七
日
、

日
本
で

は
天
保
元
年
六
月
一
〇
日
で

す
。

シ

ー

ボ

ル

ト

と

同
行
の

中
国
人
郭
成
章
は
こ

こ

か

ら

川
を

の

ぼ
っ

て

ベ

ル

ギ

ー

の

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

の

ホ

テ

ル

に

投
宿
し

ま

し

た
。

七
月
一
七
日
夕
方
、

売
り

出
し

中
の

若
い

オ

ペ

ラ

歌
手
は

こ

の

ホ

テ

ル

で

い

ろ

い

ろ

な
言
語
を

駆
使
し

て
旅
行
談
に

花
を

咲
か

せ

て

い

る

シ

ー

ボ

ル

ト

を

見
ま

す
。

板
沢
武
雄
は

『
シ

ー

ボ

ル

ト
』

の

中
で
二
人
の

出
会
い

を

次
の

よ

う

に

書
い

て

い

ま

す
。

「
興
味
深
く

傾
聴
し

て

い

る

う

ち

に
、

そ

の

発
音
の

工
合
か

ら

い
っ

て
、

ど

う

も

彼
が

同
郷
人
で

あ

る

に

相
違
な

い

と

い

う
気
が

し

た
。

彼
の

同
郷
人
で
極
東
日
本

に

行
っ

て

い

る

シ

ー

ボ

ル

ト

の
名
は

彼
も

知
っ

て

い

た

か

ら
、

思
い

き
っ

て

聞
い

て

み

た
。
「
あ

な

た

が
極
東
に

い

ら
っ

し

ゃ
っ

た

と

す

れ

ば
、

ド

ク

ト
ル
＝

フ

ォ

ン

 

＝

シ

ー

ボ

ル

ト

を

御
存
知
で

は

あ

り

ま

せ

ん

か
」
。
「
そ

の

シ

ー

ボ

ル

ト

が

私
で

す

シ

ボ

ル

ト

の

話

は

、

若

い

オ

ペ

ラ

歌

手

を

魅

了

す

る

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



五
九

よ
」

と

の

答
え

で

あ
っ

た
。

私
も

ウ

ュ

ル

ツ

ブ

ル

グ

生
れ

の

も

の

で

す

よ

と

い

う

具
合
で
、

ゆ

く

り

な

く

も
こ

こ

に
こ

の

二
人
の

心
が

新
し

い

友
情
で
結
ば

れ

た
」

シ

ー

ボ

ル

ト

に

声
を

か

け

た

オ

ペ

ラ

歌
手
の

名
前
は

ヨ

ハ

ン
・

ヨ

セ

フ

・
ホ

フ

マ

ン

で

す
。

ホ

フ

マ

ン

は

オ

ペ

ラ

歌
手
へ

の

道
を

断
念
し
、

シ

ー

ボ

ル

ト

の

助
手
に

な

り
、

日
本
語
研
究
に

生
涯
を

か

け
、

ヨ

ー

ロ
ッ

パ

に

お

け

る

日
本
語
学
を

確
立
し

て

い

く
こ

と

に

な

り

ま

す
。

こ

の

と

き

ホ

フ

マ

ン
二
六
歳
、

シ

ー

ボ

ル

ト

三
六
歳
。

シ

ー

ボ

ル

ト

と

の

出
会
い

か

ら

ち

ょ

う

ど

二
五
年
後
の

一
八
五
五
年
六
月
一
八
日
、

オ

ラ

ン

ダ

王
立
科
学
ア

カ

デ

ミ

ー

文
学
部
会
の

会
議
で
、

ホ

フ

マ

ン

は

中
国
学
・

日
本

学
を

推
進
す

る

た

め

に

和
文
活
字
の

製
造
を

提
案
し

た

と

武
蔵
野
美
術
大
学
の

後
藤
吉

郎
教
授
が

「
オ

ラ

ン

ダ

の

和
文
活
字
鋳
造
計
画
の

研
究
」
（
『
デ

ザ

イ

ン

学
研
究
』

六

二
号
所
収
、

一
九
八
七
年
）

で

明

ら

か

に

し

て

い

ま

す
。

同
論
文
を

要
約
さ

せ

て

い

た

だ

く

と
、

ホ

フ

マ

ン

は

中
国
に

展

開
す

る

伝
道
会
印
刷
所
や

フ

ラ

ン

ス

の

デ

ィ

ド

ー

が

所
有
す

る
既
製
の

活
字
母
型
を

購

入
す

る

の

で

は

な

く
、

日
本
へ

直
接
制
作
依
頼
を

す

る

方
向
で

計
画
を

進
行
さ

せ

ま

す

が
、

し

か

し

日
本
か

ら

送
ら

れ

て

き

た

一
五
本
の

サ

ン

プ

ル

父
型
☆
註
三
一

は
満
足
で

き

る

出
来

で

は

な

く
、

日
本
へ

の

依
頼
と

い

う

計
画
は

断
念
せ

ざ

る

を

え

な

い

と

い

う

報
告
が

一
八
五
八
年
九
月
一
三
日
の

王
立
ア

カ

デ

ミ

ー

の

定
例
会
議
で

な

さ

れ
、

か

わ
っ

て
香

港
活
字
を

購
入
す

る
こ

と

に

な
っ

た

と

い

う
こ

と

で

す
。

χ

か

わ

り

に

購
入
す

る
こ

と

に

な
っ

た

香
港
活

字
は
こ

の
連
載
の

第
一
回
に

も

書
き

ま

し

た

が
、

☆
註
三
一
…
…
父
型　
金
属
活
字
の
原
型
で
あ
る
凸
刻
さ
れ
た

種
字
（
た
ね
じ
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
以
降
種

字
は
軟
鉄
に
凸
刻
し
、
そ
の
の
ち
焼
き
を
入
れ
て
強
度
を
増
し

て
、
銅
製
の
母
型
材
に
打
ち
込
ん
で
凹
型
の
母
型
を
作
る
。
こ

れ
が
パ
ン
チ
ド
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
打
ち
込
み
母
型
）。
こ
の
母
型

を
活
字
鋳
造
用
鋳
型
に
は
め
た
の
ち
活
字
合
金
を
流
し
込
ん
で

活
字
を
作
る
。
日
本
で
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
凸
刻
の
木
彫
種
字
を
使
い
電
胎
法
で
母
型
を

作
り
鋳
造
す
る
の
が
主
体
だ
が
、
明
治
九
年
完
成
の
弘
道
軒
清

朝
体
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
鋼
鉄
へ
の
凸
刻
種
字
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
よ
う
に
、
パ
ン
チ
父
型
を
使
う
場
合
も
あ
る
。

ホ

フ

マ

ン

、

コ

ー

ル

制

作

の

香

港

活

字

を

導

入

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



六
〇

ロ

ン

ド

ン

伝
道
会
の

サ

ミ

ュ
エ

ル

・

ダ

イ

ア

が
父
型
の

制
作
を

始
め
、

ダ

イ

ア

の

死
後

同
会
の

ア

レ

キ

サ

ン

ダ

ー

・

ス

ト

ロ

ナ
ッ

ク

が

そ

れ

を

引
き

継
ぎ
、

そ

し

て

ア

メ

リ

カ

長
老
会
印
刷
所
か

ら

ロ

ン

ド

ン
伝
道
会
印
刷
所
英
華
書
院
☆
註
三
二

に

転
じ

た

リ

チ

ャ

ー

ド

・

コ

ー

ル

に

よ

っ

て

改
刻
と

新
刻
が

進
め

ら

れ

た

四
号Three-line Diam

ond

（
一
三
・
五
ポ

イ

ン

ト
、

角
寸
法
約

四
・
八

ミ

リ

）

で

す

☆
註
三
三

。

広
東
で

一
八
三
二
年
五
月
に

創
刊
さ

れ

た

英
文
月
刊
誌
『
チ

ャ

イ

ニ

ー

ズ
・
レ

ポ

ジ

ト

リ

イ
』
（Chinese Repository

）

の

五
一
年
五
月
号
に

は
こ

の

活
字
の

記
事
が

出
て

い

ま

す
。

「
こ

の

美
し

い

活
字
フ

ォ

ン

ト

は

す

べ

て

コ

ー

ル

氏
独
自
の

技
術
と

美
的
セ

ン

ス

の
賜
物
と

い

え

る
。

（
略
）

均
整
の

と

れ

た

字
形
と

い

い
、

字
体
の

美
し

さ

と

い

い
、

こ

れ

ら
二
つ

の

フ

ォ

ン

ト

（
も

う

ひ

と

つ

はD
ouble Pica

一
号
、
角
寸
法
八
・
五
五
ミ

リ

）

は
、

こ

れ

ま

で

中
国
人
や

外
国
人
に

よ

っ

て

制
作
さ

れ

た

フ

ォ

ン

ト

の

な

か

で

も
群
を

抜
い

て

お

り
、

本
誌
の

発
行
者
も
認
め

て

い

る

よ

う

に
、

そ
こ

で

使
わ

れ

て

い

る

書
体
よ

り

も

は

る

か

に

優
れ

て

い

る
」

こ

の
四
号
活
字
の

種
字
は

約
四
・
八
ミ

リ

角
の

金
属
材
に

凸
刻
さ

れ

た

も

の

で

す
。軟

鉄
と

い
っ

て

も

硬
い

金
属
で

す

か

ら

画
数
が

多
く

点
画
の

複
雑
な

漢
字
を

彫
る

の

は

ず

い

ぶ

ん

と

困
難
な
こ

と

が

あ
っ

た

の

で

は

な

い

か

と
思
い

ま

す
。

小
さ

い

サ

イ

ズ

に

な

れ

ば

な

る
ほ

ど

そ

の

難
し

さ

が

増
す
こ

と

は
想
像
に

難
く

あ

り

ま

せ

ん
。

そ

の
困
難
を

乗
り

切
っ

た

四
号
活
字
は
、

こ

の
時
期
ま

で

に
開
発
さ

れ

た

ど

の
明
朝
体
漢
字
に

く

ら

べ

て

も
、

そ

の
洗
練
さ

れ

た
定
型
化
と

姿
形
の

完
成
度
は

抜
群
で

し

た
。

ホ

フ

マ

ン

が

こ

の
書
体
を

選
択
し

た
こ

と

は
充
分
に

納
得
で

き

る
こ

と

で

す

☆
註
三
四

。

☆
註
三
二
…
…
英
華
書
院　

London M
issionary Society 

Press 

こ
の
印
刷
所
は
一
八
四
三
年
一
二
月
上
海
に
も
進
出
し

墨
海
書
館
と
名
の
っ
た
。
持
ち
込
ん
だ
大
き
な
印
刷
機
は
牛
を

動
力
と
し
た
た
め
、
詩
に
書
か
れ
た
り
、
文
化
人
の
日
記
の
中

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
上
海
人
の
話
題
に
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
長
老
会
印
刷
所
が
寧
波
か
ら
上
海
に
進
出
し
た
一
八
六
〇

年
一
二
月
以
降
数
年
の
の
ち
に
解
散
。
印
刷
機
器
は
処
分
さ
れ

た
。

☆
註
三
三
…
…
角
寸
法　
活
字
の
大
き
さ
表
す
用
語
の
ひ
と
つ

で
、
例
え
ば
角
寸
法
三
・
八
ミ
リ
な
ど
と
い
う
。
日
本
の
活
字
は

正
方
形
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
た
め
、
天
地
方
向
の
大
き
さ

と
左
右
方
向
の
幅
は
同
じ
寸
法
で
あ
る
（
欧
文
書
体
は
文
字
に

よ
っ
て
幅
が
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
）。
金
属
活
字
で
、
種
字
を
原
寸

彫
刻
す
る
場
合
は
角
寸
法
い
っ
ぱ
い
に
文
字
が
彫
刻
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、本
文
用
の
小
さ
い
サ
イ
ズ
に
使
う
拡
大
原
図
（
通

常
二
イ
ン
チ
五
〇
・
八
ミ
リ
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
）
の
場
合
は
、

角
寸
法
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
基
準
枠
と
し
、
こ
の
中
に
収

め
る
。
ベ
タ
組
み
で
も
文
字
間
は
使
用
サ
イ
ズ
の
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
維
持
で
き
、
文
字
の
重
な
り
が
回
避
で
き
る
。
角
寸
法

の
大
き
さ
と
中
に
収
め
ら
れ
た
文
字
の
大
き
さ
は
一
致
し
な
い
。

こ
の
枠
の
設
定
は
写
植
書
体
や
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
の
制
作
に

も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

☆
註
三
四
…
…
オ
ラ
ン
ダ
に
入
っ
た
漢
字
活
字
の
サ
イ
ズ
は
一

三
・
五
ポ
イ
ン
ト
（
角
寸
法
四
・
八
ミ
リ
）
で
あ
っ
た
が
、
テ

ト
ロ
ー
ド
鋳
造
所
で
は
そ
れ
よ
り
大
き
い
一
六
デ
ィ
ド
ー
ポ
イ

ン
ト
（
角
寸
法
六
・
〇
一
ミ
リ
）
と
一
四
デ
ィ
ド
ー
ポ
イ
ン
ト

（
角
寸
法
五
・
二
六
ミ
リ
）
に
鋳
込
み
な
お
し
て
い
る
。
サ
イ

ズ
の
変
更
に
は
ホ
フ
マ
ン
の
意
向
が
当
然
入
っ
て
い
る
。

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



六
一

香
港
英
華
書
院
に

発
注
し

た
四
号
明
朝
体
漢
字
は

一
八
五
八
年
一
二
月
に

到
着
し
、

ラ

イ

デ

ン

の

A
・

W
・

シ

イ

ホ
ッ

フ

に

よ
っ

て

翌
五
九
年
一
月
に

は

早
く

も

『
一
組
の

漢
字
活
字
の

校
正
刷
り
』（Proefdruk ven een stel Chinesche D

rukletter

）
と

し

て

刊
行
さ

れ

ま

し

た
。

こ

の

校
正
刷
り

に

は

二
一
六
の

部
首
に

分
類
さ

れ

た

漢
字
活
字
五
、二
五
三
字
と

四
声
記
号
☆
註
三
五

付
き

声
圏
字
一
二
二
字
、
合
計
五
、三
七
五
字
が

収
容
さ

れ

て

い

ま

す
。
康
熙

字
典
の

部
首
に

準
じ

れ

ば
二
一
四
で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

す

が
、

校
正
刷
り

は

第

二
一
二
部
首
（

康
熙
字
典
「

龍
」

部
）

に

「
鼠
」

部
の

三
字
と

「
龍
」

部
の

一
字
を

入
れ
、

第
二
一
三
部
首
（
康
熙
字
典
「
龜
」
部
）
に

本
来
「
龍
」
部
に

入
れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
「
龕
」

を

一
字
入
れ
、
第
二
百
十
四
部
首
（
「
龠
」

部
）

に

「
龜
」

を
、
第
二
一
五
部
首
に

「
龠
」

一
字
、

第
二
百
十
六
部
首
に

「
龍
」

一
字
を

あ

て

た

た

め

に

部
首
数
が

多
く

な
っ

て

い

ま

す

★
図
一
九

。

し

か

し
こ

の

部
首
の

間
違
い

は

早
い

時
期
に

な

お

さ

れ

た

よ

う

で

す
。

正
し

く

部
首
建
て

さ

れ

た

校
正
刷
り

は

ホ

フ

マ

ン

に

よ
っ

て

一
一
月
一
七
日
ま

で

校

正
作
業
が

お
こ

な

わ

れ

た

後
★
図
二
〇

、

正
式
な
見
本
帳
と

し

て

一
八
六
〇
年
『
漢
字
母
型
と
活

字
の

見
本
★
図
二
一

』
（Catalogus van Chinesche M

atrijzen en D
rukletters

）

と

し

て

刊
行
さ

れ

ま

し

た
。

こ

の

正
式
な

見
本
帳
は

校
正
刷
り

よ

り

も

二
〇
六
字
が

増
え

て

五
、五
八
一
字
が

掲

載
さ

れ

て

い

ま

す
。

や

が

て

漢
字
は

ど

ん

ど

ん

増
え
、

一
八
六
四
年
の

第
二
版
で

は

六
一
年
に

ギ

ャ

ン

ブ

ル

が

行
っ

た

使
用
頻
度
調
査
に

基
づ

い

て

六
、五
八
一
字
と

な

り

ま

し

た
。

一
八
七
五
年
に

オ

ラ

ン

ダ

政
府
所
有
の

漢
字
印
刷
所
を

買
収
し

た

E
・
J
・

ブ

リ

ル
社
（
現
在
も
ラ
イ
デ

ン
に
あ
り
ま
す

）
は
、

翌
七
六
年
同
じ

タ

イ

ト

ル

で

第
三
版
を

出
版
し

ま

す

が
、

収
録
漢
字
は

七
、六
九
五
字
ま

で

増
加
し

て

い

ま

す
。

手
元
の

資
料
に

は

サ

プ

リ

メ

ン

ト

も

綴
じ

ら

れ

て

い

ま

す

が
、

一
八
八
二
年
か

ら
二
年
ご

と

に

サ

プ

リ

メ

ン

ト

を

出
し

一
八
九
一
年
に

は

漢
字
は

合
計
九
、〇
一
六
字
に

な

っ

て

い

ま

す
。

サ

プ

リ

メ

ン

ト

に

☆
註
三
五
…
…
四
声
記
号　
漢
字
の
音
の
高
低
と
長
短
を
示
す
。

平
声
・
上
声
・
去
声
・
入
声
の
四
種
で
、
相
当
す
る
音
が
ど
れ

で
あ
る
か
を
漢
字
の
四
つ
の
角
の
い
ず
れ
か
に
丸
を
付
け
て
表

記
す
る
。

★
図
一
九
…
…
『
一
組
の
漢
字
活
字
の
校
正
刷
り
』　
一
八
五
九

年
、
A
・
W
・
シ
イ
ホ
ッ
フ
。26.5

×19.8

セ
ン
チ
、
一
八

頁
片
面
刷
り
。
到
着
後
一
ヵ
月
で
印
刷
し
て
い
る
の
で
、
英
華

書
院
か
ら
買
っ
た
の
は
活
字
で
あ
っ
て
、
母
型
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
図
版
は
『
校
正
刷
り
』
部
首
1
「
一
」
か
ら
部
首
12

「
八
」
ま
で
と
、
第
一
七
頁
部
首184

「
食
」
偏
の
途
中
か
ら

最
後
ま
で
。
本
来
二
一
四
部
首
の
は
ず
が
間
違
っ
て
二
一
六
部

首
に
な
っ
て
い
る
。 

﹇
六
二
・
六
三
頁
参
照
﹈

★
図
二
〇
…
…
『
一
組
の
漢
字
活
字
の
校
正
刷
り
』　
図
一
九
に

書
き
込
ま
れ
た
ホ
フ
マ
ン
の
自
筆
に
よ
る
校
正
。

図
一
九
と
同
じ
頁
を
掲
出
し
た
が
、
第
一
頁
へ
の
指
示
は
な

い
。
校
正
指
示
は
第
一
七
頁
部
首187

「
馬
」
偏
の
「
驚
」
で

活
字
表
面
の
ダ
メ
ー
ジ
の
指
摘
か
。
部
首193

「
鬲
」
の
文
字

も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
画
数
順
の
違
い
で
入
れ
替
え
の
指

示
。
こ
の
『
校
正
刷
り
』
で
は
二
一
四
部
首
と
正
し
く
な
っ
て

い
る
。
早
い
時
期
に
間
違
い
に
気
づ
き
直
し
た
後
、
ホ
フ
マ
ン

に
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。 

﹇
六
四
・
六
五
頁
参
照
﹈

★
図
二
一
…
…
『
漢
字
母
型
と
活
字
の
見
本
』
第
一
版　
一
八

六
〇
年
、28.4

×22

セ
ン
チ
、
四
六
頁
。
印
刷
は
校
正
刷
り

と
同
じ
ラ
イ
デ
ン
の
A
・
W
・
シ
イ
ホ
ッ
フ
、
母
型
と
活
字
鋳
造

は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
のLettergieterij van N

. Tetterode

。

香
港
か
ら
輸
入
し
た
活
字
を
使
っ
て
電
胎
法
で
母
型
を
作
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
校
正
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
母
型
・
活
字
見
本
の

部
首
1
「
一
」
か
ら
部
首
8
「
亠
」
ま
で
。
字
間
行
間
を
広
く

と
っ
て
い
る
。
第
四
二
頁
の
部
首195

「
鬲
」
は
校
正
ど
う
り

配
列
は
直
り
、
文
字
は
は
っ
き
り
出
て
い
る
。

﹇
六
六
・
六
七
頁
参
照
﹈

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
二

★
図
一
九―

一

収
録
さ

れ

て

い

る

漢
字
の

多
く

は

既
製
の

偏
旁
・

冠
脚
の

字
を

組
み

合
わ

せ

て

作
字
し

た

と

思
わ

れ

る

も

の

や
、

新
し

く

オ

ラ

ン

ダ

で
彫
刻
し

た

ら

し

い

も

の

を

母
型
化
し

た

ら

し

く
、

品
質
は

か

な

り

劣
る

も

の

が

多
い

よ

う

で

す

★
図
二
二

。

ブ

リ

ル

社
は

一
九
七
〇
年
ま

で
こ

の
活
字
を

使
い

続
け

て

い

ま

す

☆
註
三
六
・
★
図
二
三

。

☆
註
三
六
…
…
ブ
リ
ル
社
は
一
六
デ
ィ
ド
ー
ポ
イ
ン
ト
に
鋳

込
み
替
え
た
こ
の
香
港
活
字
を
一
九
七
〇
年
の
総
合
見
本
帳 

Specim
ens of Type Faces

に
掲
載
し
て
お
り
、
コ
ー
ル
が

制
作
し
て
か
ら
一
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
息
の

長
い
書
体
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
リ
ル
社
は
こ
の
後
こ
の

一
六
ポ
イ
ン
ト
漢
字
活
字
を
廃
棄
処
分
に
す
る
が
、
約
八
〇
〇

本
が
廃
棄
を
ま
ぬ
が
れ
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
。
西
洋
人
が
作
っ
た
古
い
漢
字
活
字
が
日
本
で
保
存

さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
三

★
図
一
九―

二



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
四

★
図
二
〇―

一



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
五

★
図
二
〇―

二



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
六

★
図
二
一―

一



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
七

★
図
二
一―

二



長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

六
八

★
図
二
二
…
…
『
漢
字
母
型
と
活
字
の
見
本
』
第
三
版　
一
八

七
六
年
、

英
字
表
題
は Catalogue of C

hinese 
M
atrices and Printing-types 29.4

×22.7

、
五
〇
頁
。

第
一
頁(

ノ
ン
ブ
ル
は
な
い
が)

部
首
1
か
ら
部
首
9
「
人
」

の
途
中
ま
で
と
第
二
二
頁
か
ら
二
三
頁
部
首182

「
風
」
か

ら
部
首214

「
龠
」
ま
で
。
文
字
が
増
え
て
い
る
。
サ
プ
リ
メ

ン
ト
二
頁
を
見
る
と
本
来
正
方
形
に
近
く
設
計
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
が
、
正
方
形
を
お
お
き
く
は
ず
し
字
形
が
崩
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
の
中
の
画
線
で
分
割
さ
れ
た
白
い

空
間
も
均
等
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
字
活
字
の
設
計
を
知
ら

な
い
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
新
し
く
彫
刻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
六
八
〜
七
二
頁
﹈

★
図
二
二―

一



六
九

★
図
二
二―

二

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
〇

★
図
二
二―

三

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
一

★
図
二
二―

四

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
二

★
図
二
二―

五

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
三

★
図
二
三
…
…Specim

ens of Type Faces　

E. J. 
Brill, 1970, 21.3

×13.7

、
一
七
四
頁
。
本
見
本
帳
に
収
録

の
漢
字
見
本
は
二
サ
イ
ズ
で
、
一
六
ポ
イ
ン
ト
と
一
〇
ポ
イ
ン

ト
。
一
〇
ポ
イ
ン
ト
は
株
式
会
社
モ
ト
ヤ
製
。
一
六
ポ
イ
ン
ト

漢
字
活
字
は
太
さ
の
ム
ラ
が
あ
り
、
活
字
表
面
が
痛
ん
で
い
る

よ
う
で
ず
い
ぶ
ん
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
四

χ

オ

ラ

ン

ダ

人
の

文
選
植
字
工
が

原
稿
に

あ

わ

せ

て

漢
字
を

採
字
し

組
版
す

る

と

き

大
き

な
障
壁
を

超
え

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

あ

た

り

ま

え

で

す

が

一
握
り

の

学
者
を

の

ぞ

け

ば

漢
字
を

読
め

る

オ

ラ

ン

ダ

人
は

い

ま

せ

ん
。

漢
字
の

読

め

な

い

オ

ラ

ン

ダ

人
文
選
植
字
工
が
、

間
違
い

な

く

当
該
漢
字
を

拾
い
、

上
下
の

転
倒

を

避
け

る

た

め

に

は

ど

う

し

た

ら

い

い

の

か

と

い

う

問
題
を

解
決
す

る

た

め

に
、

ホ

フ

マ

ン

を

は

じ

め

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

東
洋
学
者
や

日
本
学
者
は

知
恵
を

絞
っ

た

は

ず

で

す
。

ホ

フ

マ

ン

は

素
晴
ら

し

い

方
法
を

思
い

つ

き

ま

し

た
。

ホ

フ

マ

ン

は

『
漢
字
母
型
と

活
字
の

見
本
』

の

第
二
版
の

序
文
に
こ

の

方
法
を

誇
ら

し

げ

に

書
い

て

い

ま

す
。

「
私
達
が

選
ん

だ
文
字
を

植
字
工
が

探
す

場
合
、

彼
ら

は
二
種
類
の

番
号
を

確
認

し

て

か

ら
仕
事
に

取
り

か

か

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

漢
字
の

分
類
を

示
す

上
位

に

記
さ

れ

た
第
一
の

番
号
が

な

に

か

は
、

二
百
十
四
の

部
首
が

表
示
さ

れ

て

い

る

別
表
か

ら

簡
単
に

探
し

出
す
こ

と

が

で

き

る
。

そ

の

部
首
に

多
く

の

文
字
が

あ

る

場
合
、

下
位
の

第
二
の

分
類
つ

ま

り

部
首
を

除
い

た

画
数
を

数
え

る
こ

と

で
、

そ

の

該
当
す

る
分
類
番
号
の

中
か

ら

必
要
な
活
字
を

た

や

す

く

識
別
す

る
こ

と

が

で

き

る
。

植
字
工
が
こ

れ

を

学
べ

ば
、

著
者
が

原
稿
に

使
用
す

る

各
漢
字
に
番
号
を

つ

け

る

必
要
が

あ

る

の

は
、

文
字
の

構
成
要
素
が

非
常
に

多
く

て

部
首
を

識
別
し

に

く

い

場
合
や
、

一
つ

の

文
字
の

中
に

複
数
の

部
首
が

見
ら

れ

る

場
合
だ

け

に

な

る
。

私
達
の

方
法
に

よ

り
、

著
者
が

漢
字
に

番
号
を

つ

け

る

作
業
は

た

い

へ

ん

簡
単
に

な
っ

た
」

ホ

フ

マ

ン

の

文

字

コ

ー

ド

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は



七
五

 

ホ

フ

マ

ン

は

活
字
の
背
（
活
字
表
面
を
正
面
に
見
て
、

活
字
四
辺
の

う

ち

の

上
辺

）
に

康
熙
字
典
の

部
首
番
号
と

部
首
を

除
い

た

画
数
を

鋳
造
し

ま

す
。

　
「
禮
」

を

例
に

と

っ

て

み

ま

し

ょ

う
。

活
字
の

背
に

は

「113-13

」

と

鋳
造
さ

れ

て

い

ま

す
。

第
一
の

番
号
の

「113

」

は

康
熙
字
典
の

部
首
番
号
で

す
。

二
番
目
の

数
字

「
13
」
は

部
首
を

除
い

た

画
数
を

示
し

て

い

ま

す
。
こ

の
番
号
を

頼
り

に
『
漢
字
母
型
と

活
字
の

見
本
』

初
版
を

見
て

み

ま

す

と
、
「113

」

番
の

「
⺬
」

偏
の

文
字
は

四
十
字
が

掲
載
さ

れ

て

い

ま

す

が
、
「
13
」
画
に

相
当
す

る

漢
字
は
「
禮
」
し

か

あ

り

ま

せ

ん

か

ら

文
選
植
字
工
は

間
違
い

な

く
こ

の

字
を

拾
う
こ

と

が

で

き

ま

す

★
図
二
四

。

ま

た

鋳
造
さ

れ

た

番

号
部
分
が

ネ
ッ

キ

☆
註
三
七

の

役
目
を

し

て

い

ま

す

の

で
、

そ

れ

を

上
に

す

れ

ば

文
字
の

転
倒
も

防
げ

る
こ

と

に

な

り

ま

す
。

し

か

し
、

文
字
の

多
い

部
首
の

漢
字
で

は

そ

れ
ほ

ど

簡
単

で

は

な

く
、

文
選
植
字
工
が

間
違
い

な

く

該
当
文
字
を

原
稿
通
り

に

採
字
す

る

の

は

た

い

へ

ん

で

あ
っ

た

と

思
い

ま

す
。

ホ

フ

マ

ン

の

ア

イ

デ

ア

に

よ

る

活
字
の

背
番
号
は
、

一
九
世
紀
の

文
字
コ

ー

ド

☆
註
三
八

と

い

っ

て

も

良
い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

こ

の
文
章
の

冒
頭
に

書
い
た
「
王
」
の

背
番
号
が

96
と

い

う

の

は
、
「
王
」
の

康
熙
字

典
部
首
番
号
な

の

で

す
。

手
元
に

は

「
王
」

と

い

う
活
字
は

あ

り

ま

せ

ん

が
、

た

し

か

に

「
96
」

と

い

う
番
号
が

活
字
の

背
に

鋳
造
さ

れ

て

い

た

は

ず

で

す

★
図
二
五

。
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文
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書
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●
人
物
叢
書
『
シ
ー
ボ
ル
ト
』
板
沢
武
雄
著
、
吉
川
弘
文
館
、
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九
九
七
年
新
装
版

●『
西
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人
の
日
本
語
発
見
』
杉
本
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と
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著
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岩
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二
〇
〇
三
年

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Std W

4
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
三
号
細
仮
名
（
仮
名
・
約
物
，「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
本
文
＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
20
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
36
字
詰
め
・
22
行

　
頭
註
＝
サ
イ
ズ
：
10
級
，
字
送
り
：
10
歯
，
行
送
り
：
13
歯
，
1
行
：
21
字
詰
め
・
50
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph

） 
（
2005.03.18

）

☆
註
三
七
…
…
ネ
ッ
キ　
活
字
・
印
刷
関
係
者
は nick 

を
こ

う
い
う
。
活
字
の
腹
に
つ
け
た
円
形
の
溝
。
文
選
工
は
こ
れ
を

頼
り
に
活
字
の
向
き
を
揃
え
る
。

☆
註
三
八
…
…
文
字
コ
ー
ド　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
取
り
扱
う

個
々
の
文
字
に
特
定
の
番
号
を
付
け
、
そ
れ
ら
番
号
付
け
さ
れ

た
文
字
集
合
の
体
系
の
こ
と
。
文
字
符
号
や
符
号
化
文
字
集
合

と
も
呼
ば
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
J
I
S
コ
ー
ド
や
シ
フ
ト
J
I
S

コ
ー
ド
、U

nicode

な
ど
は
文
字
コ
ー
ド
の
一
種
。A
dobe-

Japan1-5

な
ど
も
広
義
の
文
字
コ
ー
ド
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

文
字
と
は
定
義
の
異
な
る
「
グ
リ
フ
」
を
番
号
付
け
し
た
集
合

の
体
系
、
つ
ま
り
「
グ
リ
フ
セ
ッ
ト
」
で
あ
り
、
シ
フ
ト
J
I

S
コ
ー
ド
やU

nicode

な
ど
の
文
字
コ
ー
ド
と
は
区
別
し
て

取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
文
字
に
付
け
ら
れ
た

番
号
を
指
し
て
「
文
字
コ
ー
ド
」
と
呼
ぶ
人
が
い
る
が
、
こ
れ

は
「
コ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
（
符
号
位
置
）」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。（
こ

の
註
は
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
に
よ
る
）

長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

★
図
二
四
…
…
「
禮
」
の
活
字
表
面
と
背
番
号　
『
漢
字
母
型
と

活
字
の
見
本
』
第
一
版
（
一
八
六
〇
年
）
の
部
首113

「
示
」

偏
の
文
字 
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長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

★
図
二
四
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長嶋の背番号は3、では「王」の背番号は

★
図
二
五
…
…
『
漢
字
母
型
と
活
字
の
見
本
』
第
一
版
（
一
八
六
〇
年
）
の
部
首
96
「
王
」
偏
の
文
字
の
一
部
。「
王
」
は
部
首
を
除
い
た
画
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
活
字
の
背
に
は
「
96
」
だ
け
が
鋳
造
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。


